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超巨大ブラックホール (SMBH) から放射される相対論的ジェットは、SMBHがどのようにして膨大な質量を獲得し、母
銀河と共進化してきたかを探る上で重要な現象の一つである。ジェット形成機構と活動銀河核 (AGN) のSMBHへの降着
率との間には強い相関があることが知られているが、その詳細な物理的起源はいまだ十分に解明されていない。特に、
超臨界降着状態におけるジェット形成機構については統一的な理解が得られておらず、超臨界降着天体とジェットを伴
う電波AGNがともに希少であることから、その観測例は極めて少ない。エディントン限界を超えて急速に成長する超臨
界降着天体と、母銀河へ強い影響を及ぼすジェットとの関係を観測的に明らかにすることは、SMBHの成長と銀河との
共進化過程を理解する上で極めて重要である。

本研究では、エディントン比λEdd = 1.4–12.8の超臨界降着を示すz = 3.43の電波クエーサーeFEDS J084222.9+001000
(eFEDS ID830) を対象としたVLBA電波観測の結果を報告する。我々は、VLBAの~1 masに到達する高い空間分解能によ
り、ID830のコア–ジェット構造をpcスケールで分解することに成功した。これは、超臨界降着に伴う電波ジェットが空
間分解された数少ない天体の一つであり、中でも最遠方の観測例である。観測されたジェットは約745 pcにわたってコ
リメーションを維持しており、そのジェット速度はv ≳ 0.19cの相対論的速度に達する。また、推定されるジェットパ
ワーは1045 erg s-1を超え、母銀河の星形成活動を抑制するのに十分な規模である。本講演では、超臨界降着下において
このような大規模なジェットコリメーションを実現·維持する物理機構の必要性や、これらの天体によるAGNフィード
バックが初期宇宙の銀河進化に与える影響についても議論する。

日本天文学会2026年秋季年会X14a


